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ウェブの問題などにより、図書館で収集されず、学術コミュニティにおいても認知され いまま消えていくという問題があっ 。この問題を解決し、社会科学分野で重要度の高 灰色文献を迅速かつ包括的に収集・提供することが、この共同リポジトリの構築の趣旨であった。　
ＬＡＯＰは
、
ＯＡＩ
―
ＰＭＨ
と
い
う
国
際
的
に
標
準
化
さ
れ
た
メ
タ
デ
ー
タ
の
交
換
プ
ロ
ト
コ
ル
に
対
応
し
て
お
り
、
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
間
の
デ
ー
タ
共
有が容
易
に出
来
る
。Ｌ
ＡＮ
ＩＣ
の
サ
ー
バ
ー
上に
構
築
された
信
頼
性
の高
い
リ
ポジト
リ
へ
の
登
録
は
、
ラ
テン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
研
究
所
と
っ
て
、
研
究
成
果の
安
定
した
ア
ー
カ
イ
ビ
ング
と国
際
的
認
知
度の
向
上
と
いう
メ
リ
ット
が
あ
る
。
ま
た
、
国
際
標
準
プ
ロト
コ
ル
に
対
応
し
た
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
参
加
は
、
特集　新しい研究図書館を描く 
22アジ研ワールド・トレンド No.222 （2014. 4）
O
A
Ister や
G
oogle S
cholar な
ど
、
汎
用
性
の
高いサ
ー
ビ
ス
に
ハ
ーベ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
上
の学
術
情
報
資
源
と
し
て広
く
活
用さ
れ
る
可
能
性
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
●
 ウェブアーカイビングによる政府情報の収集
　
ラテンアメリカン政府文書アー
カイブ（ＬＡＧＤＡ）は、ラテンアメリカ一八カ国の各省庁が公開した文書や各国の大統領演説を網羅
的
に
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で、コンテンツのベースとなっているのは、ラテンアメリカ諸三〇〇以上の政府関係機関のウェブ・アーカイブ・コレクションである。ＬＡＮＩＣがインターネット・
ア
ー
カ
イ
ブ（
Ｉ
Ａ
）
と
共
同
で、特定のサブジェクトに関するウ
ェ
ブ・
ア
ー
カ
イ
ブ・
サ
ー
ビ
ス
A
rchive It の
パ
イ
ロ
ッ
ト・
プ
ロ
ジェクトとして二〇〇五年に立ち上げた。　
今日までに四四〇〇以上のＵＲ
Ｌ、文書、データ、音声、ビデオなどが、オリ ナルの媒体のままアーカイビングされている。オープンアーカイブなので、誰でもＬＡ
Ｇ
Ｄ
Ａ
を
通
じ、
既
に
イ
ン
タ
ー
ネット上から消えてしまったラテ
ンアメリカ諸国のウェブページとそこから抽出した各種政府情報にアクセスすることが出来る。アクセス方法は、ＬＡＮＩＣ作成のメタデータをベースとしたテキスト検索と国、機関ごとにリスト化されたリンクのブラウジングの二種類がある。　
例えば、二〇一三年三月に逝去
した元ベネズエラ大統領ウーゴ・チャベスの演説やラジオプログラム「アロー・プレジデンテ」 録音を聴くことができ、テキスト検索
で「
H
ugo C
hávez 」
を
キ
ー
ワードに検索する 実に三一四八件
の
多
様
な
媒
体
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ヒットする（二〇一四年二月二日アクセス）
。
　
ＬＡＧＤＡ構築には次の前史が
ある。ベンソン・コレクションでは一九九〇年代まで冊子体の政府刊行物を網羅的に収集していた。二〇〇〇年代に入り、ボーンデジタルの政府文書がインターネット上で提供され始めると、目録の書誌
レ
コ
ー
ド
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
情
報
を
記
載
し、インターネット上のリソースにリンクさせるとともに、コンテンツをダウンロードして自館ポ
ジ
ト
リ
で
保
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た。しかし、ウェブペ ジの頻繁
な
改
編
に
よ
り
リ
ン
ク
切
れ
が
多
発
し、政府刊行物の網羅的な収集が難しく ったため、新たな解決策と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
年
四
回
の
ウェブアーカイビングであっ 。網羅的な研究情報の収集と提供をミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
研
究
図
書
館
が、先進的な手法でそのミッション達成を追及した事例といえよう（参考文献②）
。
●おわりに　
以上のように米国の研究図書館
は、研究情報のリソース・シェアリングと情報発信を多彩な連携協力により実現してきた。これに対し、図書館間の連携という点で米国の後塵を拝す日本の研究図書館の課題は山積している。例えば、日本には特定の地域や主題を専門とするサブジェクト・ライブラリアンの数が少なく、図書館間で分担収集・保存・共同利用について話し合える公式の場が不足している。そのため、多くの大学図書館や研究図書館が、スペース問 と予
算
制
約
の
た
め、
海
外
の
新
聞
な
ど、貴重な研究資料を廃棄せざるを得ない状況に立たされている。　
社会の成り立ちが異なる日米の
単純比較は意味をなさないが、組
織の壁を越え、図書館間で研究資源のリソース・シェアリングについて情報共有し、共通の関心事項として検討する場 設けることは喫緊の課題であろう。同時に、インターネット上での学術情報資源の共有化が進むなか、日本の研究図書館がリソース・シェアリングのグローバルな動きに積極的に参加していくことが今後益々重要となろう。（む
ら
い
　
と
も
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
図書館）
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【ライブラリアンの役割と図書館間連携】
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